
アドベントアドベント
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（12 月 14 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　娘が初めて「好きな遊びがないし寂しいし幼稚園に
行きたくない」と言いました。わたしは「みんな待っ
てるよ！昨日と今日は違うよー……じゃあ幼稚園辞め
てお母さんの用事するのね！」とだんだん怒ってしま
いました。「神様、私なんだか喜んでない…でも他に何
を言ったらいいかわかりません」と祈り、「ねぇ神様は
幼稚園でプレゼントをいっぱい用意して待ってるよ」
という言葉が出てきました。それからは子どもたちに
「今日は神様からうれしいプレゼント受け取った？」と
聞くようになり「○○ちゃんと遊んだプレゼントもらっ
た！おいしいごはんのプレゼントもらった！教会に行
けたプレゼントもらった！神様ありがとう！」「お母さ
んはね、我慢せずに喜びたいことをしたら、うれしい
出会いもあったりお得なこともあった！ありがとう！」
と喜んで話すようになりました。毎日私たちが喜ぶプ
レゼントを考えてたくさん用意してくださる神様の深
い愛と偉大さを感じることができました。目にはマイ
ナスに見えた幼稚園を休んだ出来事も、このことに気
付かせてくれるプレゼントだったんですね。また目に
は見えない神様の守りや平安や時間なども毎日のプレ
ゼントだなぁと思いました。
詩篇 106:1  ハレルヤ。主に感謝せよ。主はまことにい
つくしみ深い。その恵みはとこしえまで。

エレ5章～11章 　水8金10

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
エレミヤ書に入りましたが、BC627 ― 583 年頃にユダ及
びその周辺諸国に預言活動をしていた預言者エレミヤに
由来しています。エレミヤ書はヘブル語聖書及びギリシ
ヤ語訳旧約聖書（70 人訳）の順番でも常にイザヤ書の後
でエゼキエル書より前に置かれている書物になります。
エレミヤが活動開始したのはユダのヨシヤ王治世 13 年
（BC627 年）です。そしてエホアハズ、エホヤキム、エホ
ヤキン、ゼデキヤ王の時代を越えて、捕囚後もしばらく
期間（前 583 年頃まで）活動しています。この時代は王
が数ヶ月で代わるような不安定な時代が含まれています。
またバビロンやエジプトに挟まれた地域として戦火が絶
えない時代でした。ユダの歴史上最も暗黒かつ悲劇的な
時代と表現することもできます。エレミヤは人々の不義
や罪を責めたという点では、聖書中の他の預言者と変わ
りはありません。しかし、多くの点でエレミヤの活動と
メッセージには特色がありました。それは偽りの預言者
と真正面から対決したこと、神殿を絶対視する誤った信
仰を否定したこと、バビロンが勝利してユダを捕囚にす
ること、個人的に神との関係を回復することこそ民にとっ
て最も重要であること、新しい契約は希望にあふれたも
のであること、メシヤが新しい契約を結ぶことなどは他
の預言書には書かれていないものがたくさん含まれてい
ました。このような特色を踏まえて読み進めていきましょ
う。
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（要約者：平澤　瞳）

「父の永遠の計画」
　　私たちの存在と日本の教育がもたらしたもの
　まずはじめに、神様はなぜ人を造り、なぜあなたをここに存在させ
られたのでしょうか？この日本は高度成長期、皆が誰よりもよくなり
たいと努力してきました。結果素晴らしい発展を遂げましたがそんな
時代から次第に落ちこぼれる人たちがでてくるようになりました。そ
してそのような人たちのために日本の教育は皆に同じ教育を受けさせ
る詰め込み方の方法をとるようになりました。神様が私たちを一人ひ
とり違うように造られたにもかかわらず、日本の教育は皆同じように
学ばさせ、結果多く人々を記憶は使うけれど自分で考えることのでき
ない大人、指示がないとできないマニュアル人間にさせました。それ
は私たちが生きていくなかで先が見えず目の前の出来事にしか対処で
きないようになったということです。これは恐ろしいことです。では
私たちはいつもどこに目を置いて生きていけばよいのでしょうか。そ
んな私たちのため、先の見えなくなった世のともしびとしてイエス様
は来られました。クリスマスのろうそくの明かりのように自らを燃や
し人々に道を示すために来られたのです。今日はそんなイエス様のお
生まれになった時を東方の博士たちが出てくる場面から、これから私
たちが向かうべきところ、私たちに示されている神様の計画をみてい
きましょう。
　　イエス様の誕生とあなたへの計画
　今日はアドベント第１週です。一年で一番闇が長くなるこのとき、
私たちはイエス様の誕生を 4 週かけて待ち望みます。イエス様がお生
まれになった時、東方の博士らは星の出現によってユダヤ人の王とし
てお生まれになった方はどこにいるかと、国民の王であるヘロデ王の
ところに会いに行きます。その頃ユダヤ人は何千年もの間キリストの
誕生を待ち望んでいました。しかしその話を聞いたヘロデ王は恐れ惑
いました。彼は頭の良い王様でしたが過去の知識から自分並びに子孫
の地位が脅かされると思ったのです。そして彼はイエス様を亡き者に
しようと企てます。彼は先を見通すちからである知恵でなく、過去の
経験から得た知識によって行動したのです。神様は私たちに古い知識
のことばを与え、信仰と知恵を与えてくださいます。私たちが祈った
ときに心の中に訪れるもの、先を見てこうするためにはどう行動する
かというのが知恵で、私たちは知識と知恵と両方をもっていなければ
正しい判断ができません。もし知識だけしかもっていないなら、自分
の価値観で物事を判断してしまうからです。ヘロデ王はこの過去の知
識しかもっていなかったため、イエス様の誕生を恐れ、自分や子孫の
保身のため多くの子を殺しました。そしてこのようなことは日本でも
昔の時代に起こりました。また世界でこのようなことは繰り返されて
います。私たちはこのような過去の出来事をみてこのような考えはい
けないことを知っています。しかし、そのことを知恵によってもうし
ないと決断することがなかなかできません。それは私たちが嫌な人に
対して、実際には殺さないけど心の中でいなければいいのにと思って
しまう心と同じで、誰にでもその心は住んでいます。しかし、そんな
私たちに神様は永遠の計画を立てられています。それはあなたが生ま
れる何代も前から始まっており、後の代まで計画されています。その
計画は災いや苦しみではなく将来と希望を与える良い計画です。もし
あなたが良くなりたいなら実行しましょう。確かに私たちがイエス様
を信じたなら、その人にどんな過去があろうと赦され救われます。し
かし救われることとこの地にあって神様の計画に従い神様の求める姿
に変えられることは別のことで、救われた後どう生きるかが肝心です。
神様が私たちに願うこと、それは親が子に求めることは大きくなって
人様に迷惑をかけないことや裕福になることではなく、健康であって
幸せであること、思いやりがあって人格的で困ったときに支えられ願っ
たときに応えてくれる人がいる子に育って欲しいのと同じです。それ
は自己中心ではなれないものであり、マニュアルのないものです。だ
からこそ、その時その時に考えて正しい行動を導き出さなければいけ
ません。それが幸せへの道です。しかし私たちはそういったことを考
えることができなくなり、焦って目先のことばかりをみてしまうよう
になりました。ヘロデ王もイエス様の誕生に焦ってしまい目先のこと
だけに目を向けてしまいました。しかし私たちが本当に見なければい
けないのは目の前のことではなく先のことです。そのためには焦らな
いことが大切です。今だけを見て争いをする時代を繰り返すのはもう
止めて、将来あなたが関わる人たちに対しどう生きるかを考えていき
ましょう。
　　「東」に隠された意味
　また、今回なぜ神様は東方の博士たちを選んだのかということにつ
いても触れていきます。東といえば日の昇る場所といわれますが、こ
の東には新しいとか留まらず進むという意味があります。聖書でほか
に東というとアダムとエバが楽園から追放された場所（エデンの東）
があります。アダムとエバは悪魔に騙され神様から食べてはいけない
といわれた木の実を食べたことで、身体は死にませんでしたが人と神
様との関係が死にました。そしてその子どもであるカインは嫉妬から
弟アベルを殺してしまいました。そこで私たちは原罪をもち、自分よ
りも他者が評価されると憎しみ、正義という名のもとに人を殺す自己
中心や自己義をもつようになりました。しかし神様はそこから抜け出
し新しい歩みをするように言われたのです。
今回ヘロデ王は過去の知識によって誤った道を選択してしまいました
が、このことは伝 1：4-10 にあるように全ての価値観は過去から出て
くるということにも関連しています。私たちは過去の経験、知識に縛
られてしまいますし、問題が起きると男性は逃げたくなり女性は相手
のせいにしたくなります。しかし頭ではそんな自分を変えたいと願っ

ており、そんな私たちの汚い心に光を灯すためイエス様が来られまし
た。そして私たちに新しい価値観を与え、神様は素晴らしい計画を用
意してくださっています。東方の博士たちがユダヤ人の王に会いに放
浪の道を歩む中、星に導かれて留まることなく進み続けついに真実の
光を見つけたように、私たちもひとつところ、自分の価値観に留まる
ことなく、新しい神様の価値観に導かれましょう。
　　近視眼になるな！！
　私たちが自分の価値観で生きることは、自分が今見えているもの経
験したことが全てであるように生きることです。しかしそれでは分かっ
ているつもりで全然分かっていないということがたくさんあります。
人から良いといわれたことも話半分に聞いて自分の価値観で進めてし
まうということがないでしょうか。もしあなたが幸せになりたいとい
うのなら今までの生き方でなく新しいことをしなければいけません。
私たちは過去からくる自分の価値観に対しこのままではいけないと立
ち上がる人になりましょう。その源はイエス様です。人が罪を犯し続
けたため目には目をという律法が生まれましたが、それでも人は変わ
ることなく罪を犯し続けました。そのような中、イエス様は右のほほ
を打たれたなら左のほほを差し出すという行動をとりました。これは
律法になく、今まで誰も思ったことのない全く新しい選択でした。私
たちがこれを実行することはとても難しいことですが、神様はこのよ
うに新しい道を選び人格的成長をとげることを望んでおられます。こ
れは神様が強制でさせようとしているのでなく、そうできるように努
力しなさいといわれていることです。もし今、あなたが自分の価値観
で生きていることに気付いたならば、ここから新しい本当のあなたの
姿に変えられましょう。
　　　信仰から愛へ成長！！
　私たちは神様を信じたことで救いを得ましたが、先のとおり救われ
た私たちに神様はあらゆる努力をし、人格的成長を遂げるように言わ
れています。それはこの世において隣人に幸せを流し、自分自身も幸
せである練習をしているともいえます。そのために必要なことが信じ
る心から愛までに成長していくことです。あなたは隣人を信じること
ができていますか？人は相手から信じられると裏切ってはいけないと
思います。それでも裏切ってしまうこともありますが、もし裏切られ
ても私たちに信じる心があるならば、もう一度信じようと思えます。
ですからまず信じることからスタートしましょう。そして許せないと
思うことを徳によって何度でも許しましょう。また、知識によって今
まで人がどんな失敗をしたのかを知り、自らが正しいこと行いましょ
う。これは人まねではできません。なぜなら時代が繰り返されるのは、
許せないようなことを許し、過去の知識によって学び新しい生き方が
できないからです。ですから私たちは過去のことを知り間違いがあっ
たならそれを止める、自分は誤った道を選ばないと決断、自制しましょ
う。そして相手が変わるまで忍耐して徳を現し続け、人を裁く立場に
ない私たちは敬虔、自分の義によって人を裁くのでなく、神様の義に
より自分や相手の弱さを知りへりくだって生きるのです。私たちは隣
人のために神様からいただいた愛を流す存在です。親兄弟を想い、愛
に帰っていきましょう。こうして、信じることから自然に愛へとつな
げていきましょう。
　　目を開いて星を見よ！！
　もし今まで自分の価値観で生きてきて、その生き方が良い方向へ進
んでいないなら、新しい道を見出していかなければいけません。なぜ
なら過去を見ず、知識も持たずひたすら自分の価値観で生き続けるな
ら、あなたの道は真っ暗闇で多くの人を傷つける道となるからです。
それではダメだと思うなら、あなたが光を失い歩く道がわからなくなっ
たところから、もう一度星を見て正しい道に直らなければいけません。
一年のうち一番夜が長く星に目を向けられる時、そして多くの人が救
いを求めてくる時、そんなクリスマスの時に私たちはもう一度、何の
ために自分が存在するのかを受け取りましょう。私たちは自分の価値
観が違うことに気付くために教会へ来て神様の御前に出ます。そこで
大事なのはあなたと神様との関係です。これからも道を外し続けるか
もしれません。しかし星を見出すなら、外れた道からが正しい道へと
戻ることができます。ですからこのクリスマス、神様があなたに「こ
う生きよ」といわれた道を探し求めましょう。

新しい生き方へ
私たちは過去にたくさんの失敗をしてきましたが、私たちはそ
の過去の記憶を自分の保身のために人のせいにして置き換えて
しまいます。そんな私たちの誤った心を神様は正しい道に戻ら
せようとしてくださっています。それは今までにない全く新し
い方法で、神様の方法でなければ私たちは幸せになれません。
イエス様は自分勝手に生きる私たちのためにお生まれになりま
した。私たちが新しい生き方を見出し幸せになるために、私た
ちの罪咎のために喜んで十字架の道を進まれたのです。ですか
らその思いに応え、私たちは神様の思いを継承し新しい道を選
び歩んでいきましょう。
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連絡事項
・本日午後は市民クリスマスへ参加いたします。
　ゲストのミギワさんコンサートもあり、ポッ
　プな会になると思います。一足早いクリスマ
　スを味わっていきましょう。
・クリスマス礼拝などの案内ができました。ご活
　用下さい。


